


Ｌｉｂｅｒｔｙ, Ｉｎｔｅｌｌｇｅｎｃｅ, Ｏｕｒ Ｎａｔｉｏｎ‘ｓ Ｓａｆｅｔｙ
（自由を守り、知性を重んじ、われわれの国の安全をはかる）

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ
（われわれは奉仕する）

われわれは知性を高め、友愛と相互理解の精神を養い
自由と平和を守り、社会奉仕に精進する



Ｔｏ ｂｅ ｔｈｅ ｇｌｏｂａｌ ｌｅａｄｅｒ ｉｎ ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ ａｎｄ ｈｕｍａｎｉｔａｒｉａｎ ｓｅｒｖｉｃｅ

（地域社会と人道奉仕におけるグローバルリーダーを目指す）

Ｔｏ ｅｍｐｏｗｅｒ ｖｏｌｕｎｔｅｅｒｓ ｔｏ ｓｅｒｖｅ ｔｈｅｉｒ ｃｏｍｍｕｎｉｔｅｓ，
ｍｅｅｔ ｈｕｍａｎｉｔａｒｉａｎ ｎｅｅｄｓ，ｅｎｃｏｕｒａｇｅ ｐｅａｃｅ ａｎｄ

ｐｒｏｍｏｔｅ ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇ ｔｈｒｏｕｇｈ Ｌｉｏｎｓ ｃｌｕｂｓ．

（ライオンズクラブを通じて、ボランティアに社会奉仕の手段を与え、
人道的ニーズを満たし、平和と国際理解を育む）



2016-2017年度 国際会長プロフィール・国際会長テーマ

2016-2017年度
国際会長 Ｌボブ・コーリュー

アメリカ
マーフリーズボロ ライオンズクラブ所属

テネシー州の元裁判官及び元法学部教授

テーマ
次なる山を目指して
～NEW  MOUNTAINS  TO  CLIMB



337Ｅ地区スローガン

「輝こう！好いー地区」

安田 倭也（やずだ しずや）
MD337-E-8Z 八代球磨川ライオンズクラブ

２０１6．０７～２０１7．０６

337Ｅ地区ガバナーテーマ

「リテンション」



ＧＬＴ（指導力育成）・ＧＭＴ（会員増強）によ
り、Ｅ地区の会員２０００名突破を実現する。

１Ｚ・２Ｚ・６Ｚのゾーンの分割と新クラブ結成
に向け信念をもって前進する。



地区スローガン

岩井健一
第3代 肥後東ライオンズ会長

２０１6．０７～２０１7．０６

会長スローガン

「至誠通天」

ここから始めよう、創造的ふるさと再生
～輝く熊本、明日へ向けて ＷeＳerve！～

http://higohigashi-lc.com/reports/wp-content/uploads/DSC_0158.jpg
http://higohigashi-lc.com/reports/wp-content/uploads/DSC_0158.jpg


ライオンズクラブ国際協会の組織機構
（空欄を埋めてください）

*

ライオンズクラブ

国際協会

複合地区（ＭＤ）

リジョン（Ｒ任意）

ゾーン（Ｚ）

地区



ライオンズクラブ国際協会というより大きな組織の一員としての、
クラブの使命は次の通りです。

ライオンズクラブを通じて、ボランティアに社会奉仕の手段を与え、人道的
ニーズを満たし、平和と国際理解を育む。

◆ライオンズクラブの目的は、次の通りです。
◎ 世界の人々との間に相互理解の精神を培い発展させる。

◎ よい施政とよい公民の原則を高揚する。

◎ 地域社会の生活、文化、福祉および公徳心の向上に積極的関心を示す。

◎ 友情、親善、相互理解のきずなによって会員間の融和をはかる。

◎ 一般に関心のあるすべての問題を自由に討論できる場を設ける。ただし、
政党、宗派の問題をクラブ会員は討論してはならない。

◎ 奉仕の心を持つ人びとが、個人の経済的報酬なしに社会に奉仕するよう
はげまし、また、商業、工業、専門職業、公共事業および個人事業の能率化
をはかり、道徳的水準をさらに高める。（必携P226）



クラブ例会

理事会

クラブ会長

クラブ幹事 クラブ会計 ＴＴ・ＬＴ

クラブ委員会 クラブ委員会 クラブ委員会

クラブ会長は、クラブの最高執行役員です。
・会長の権限は限定されたもので、絶対的な権限はない。
その権限は理事会、クラブ会員、クラブの会則及び付則の
指示により与えられたものに限られる

・会長はクラブの理事会と協力して活動し、責任を共に担う

◎クラブの組織 理事
・ 会長
・ 前会長
・ 副会長
・ 幹事
・ 会計
・ ＴＴ（任意）
・ ＬＴ（任意）
・ 会員委員長
・ その他
選出された
理事



１．ライオンズクラブの誕生
・1917年 6月 7日 メルビン・ジョーンズの呼びかけで初会合
・1917年10月 8日 22クラブ代表者36名がダラスに集まり

第1回大会を開催「ライオンズクラブ協会」の誕生

２．日本のライオンズクラブのルーツ
・1952年 3月 5日 フィリピンのマニラＬＣが東京ＬＣを結成3月21日

チャーターナイトを57人（内20名外国人）で挙行
・ライオンズの設立が友愛と寛容の精神の表れとして、いかに意義深
いものであるかを力説。これが、世界第3位のライオンズ国となった
日本へのライオニズムの上陸である

３．現在のクラブ数と会員数（2016.02.29現在）
・世界のライオンズ国 ２１０カ国
・全世界のクラブ数 ４６，５７０クラブ（日本 ３，１１７クラブ）
・全世界のクラブ会員数 １，３９６，３３４名（日本 １２６，４２５名）

ロータリークラブ（2016.02.29）
２０１カ国、３５，１１８クラブ、１，２２７，７１９名

日本（2014.12月末） 2,278クラブ、89,206名



「Your Club, Your Way」
あなたのクラブ、あなたのやり方で！

例会は、変えられます。クラブは、メンバーに最適なクラブ
例会の形を自由に選ぶことができます。

役員必携 P68.P69参照

◆クラブに合った例会づくり
◆親睦と雰囲気づくり
◆例会のリニュアル 等など



o すべてのレベルで、ライオンズのリーダー候補を見出し、育てる

o リーダー育成におけるニーズを調べ、そのニーズに応じられるリソースを確認
することにより、国際協会の研修および育成プログラムの有用性と効果を高める

o 国際協会のすべてのレベルで研修を増やす

o 研修とリーダー育成方法を地域やローカルのニーズに応じたものにする

o エリア間で成功事例を共有する

o 新しい研修ツールの導入を促進する

o 質の高いリーダーが極めて重要な価値あるものであるということについて、ライオ
ンズの理解度を高める

◆グローバル指導力育成チームの職責（GLT）



o 会員のデータと動向、および地理的/文化的な特徴に関する知識と理解を
維持する

o 新クラブ結成の候補地を特定する

o 会員増強目標および戦略計画の立案と実施に支援を提供する

o 弱体クラブを特定し、支援する

o 奉仕の機会を特定し、促進する

o 成功している会員増強戦略を認識し、共有する

o 会員増強に関する国際協会の資料と取り組みを認識し、推奨する

o コミュニケーション、ビジョン、計画、協力を強調する

◆グローバル会員増強チームの職責（GMT）



https://www.youtube.com/watch?v=b1Ex5_jy20I

